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中
東
情
勢
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
的
緊
張
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
価
格
高
騰
に
つ
い

て
①
食
材
費
高
騰
に
よ
る
給

食
へ
の
影
響
を
把
握
し
て
い

る
か
。
②
給
食
の
量
な
ど
に

は
変
化
な
い
か
。
③
今
後
物

価
高
騰
が
進
行
し
て
も
給
食

の
質
・
量
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
確
実
に
維
持
す
る
考
え
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
現

時
点
で
、
学
校
給
食
の
質
・

量
・
提
供
回
数
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
校
給
食
で

使
用
す
る
食
材
価
格
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
毎
月
公
表
さ

れ
る
消
費
者
物
価
指
数
に
よ

り
、
そ
の
動
向
の
把
握
に
努

 

問 　

め
て
い
ま
す
。
②
本
市
の
学

校
給
食
は
、
学
校
給
食
実
施

基
準
内
の
摂
取
基
準
に
従
い
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
を

摂
取
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
国
の
抜
本
的
な
負
担

軽
減
策
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
量
を
減
ら
し
た
と
い
う

事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
物

価
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
物
価
指
数
の
把
握
に
努

め
て
お
り
、
学
校
給
食
の
質
・

量
・
提
供
回
数
の
維
持
が
困

難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合
に
は
、
適
宜
必
要
な

対
応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

流
政
会
　
　
坂
巻
　
儀
一

中
東
情
勢
に
伴
う
価
格
高
騰
と

�

学
校
給
食
へ
の
影
響

  

答  　

　
平
成
23
年
度
か
ら
長
年

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
本

市
の
生
物
多
様
性
戦
略
の
根

拠
を
成
す
貴
重
な
資
産
で
あ

る
。
①
専
門
家
に
よ
る
分
析

や
助
言
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。
②
生
物
多
様
性
の
意

義
を
普
及
し
、
市
民
が
楽
し

み
な
が
ら
参
加
で
き
る
事
業

の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
環
境
部
長　
①
令
和
８

年
３
月
改
定
の
生
物
多
様
性

な
が
れ
や
ま
戦
略
第
３
期
に

お
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
結
果
の
活
用
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
分
析
に
当

た
っ
て
は
、
専
門
家
の
活
用

 

問 　

  

答  　

も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
②
現
在
も
、
例
年
５
月

に
市
野
谷
の
森
で
お
お
た
か

の
森
探
検
ツ
ア
ー
を
、
秋
に

は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
に

委
託
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
講
演
な
ど
を
行
う
生
物

多
様
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
ど
も
た
ち

を
含
め
た
幅
広
い
層
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。
直
接

自
然
に
触
れ
る
取
り
組
み
は
、

自
然
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

生
物
多
様
性
と
ほ
か
の
内
容

を
関
連
付
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。

流
政
会
　
　
近
藤
　
み
ほ

生
物
多
様
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

�

調
査
の
活
用
に
向
け
て

　
①
「
暑
い
と
感
じ
れ
ば

指
導
者
が
す
ぐ
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
る
べ
き
」
と
の
市
教

育
委
員
会
の
考
え
は
各
学
校

に
浸
透
し
て
い
る
か
。
②
指

導
や
審
判
が
メ
イ
ン
の
顧
問

の
体
感
で
は
な
く
、
激
し
く

動
い
て
い
る
こ
ど
も
の
体
感

を
最
優
先
に
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
暑

い
と
感
じ
た
ら
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
事
故
防
止
や
熱
中
症

予
防
に
関
し
て
空
調
設
備
を

適
切
に
活
用
す
る
こ
と
や
、

状
況
に
応
じ
て
風
通
し
を
よ

く
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る

 

問 　

  

答  　

日
本
共
産
党
　
　
植
田
　
和
子

部
活
動
で
も
冷
房
つ
け
て
！

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
文
書

で
全
校
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
長
会
議
に
お
い
て

も
、
教
職
員
が
暑
い
と
感
じ

れ
ば
適
時
エ
ア
コ
ン
を
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
し

て
お
り
、
全
て
の
学
校
に
浸

透
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
②
再
度
、
校
長
会
議
な

ど
で
周
知
徹
底
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
小

学
校
の
給
食
費
無
償
化
が
始

ま
っ
た
。
し
か
し
、
千
葉
県

内
の
54
市
町
村
の
中
で
、
流

山
市
の
み
が
保
護
者
負
担
を

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

校
の
無
償
化
は
29
自
治
体
に

広
が
っ
て
い
る
。
流
山
市
も

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
小
学

校
の
給
食
費
は
、
食
材
価
格

の
高
騰
が
続
く
中
、
国
の
学

校
給
食
費
負
担
軽
減
に
係
る

交
付
金
の
み
で
は
学
校
給
食

の
質
・
量
・
提
供
回
数
の
維

持
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
間
４
９
５
０
円

 

問 　

  

答  　

日
本
共
産
党
　
　
高
橋
　
あ
き
ら

小
学
校
給
食
費
は

�

完
全
無
償
化
に

の
ご
負
担
を
保
護
者
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の

み
な
ら
ず
、
経
済
的
負
担
の

大
き
い
中
学
生
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
年
度
の
給

食
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
負

担
額
を
昨
年
度
と
同
額
に
据

え
置
い
た
ほ
か
、
千
葉
県
の

事
業
で
あ
る
第
３
子
以
降
の

無
償
化
に
つ
い
て
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
の

学
校
給
食
は
、
質
・
量
・
提

供
回
数
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
最
優
先
で
あ
り
、
完
全

無
償
化
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
よ
う
、
国
に
引
き
続

き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1 川本　大岳

1 住宅宿泊事業（民泊）について

2 路上喫煙防止対策について

3 南流山駅周辺のまちづくりについて

2 青野　　直

1 令和8年度版流山市総合計画実施計画における人口の状況について

2 令和8年度版流山市総合計画実施計画における財政の見通しについて

3 流山本町の行政課題について

3 小沢� えみり
1 部活動の地域展開について

2 学校教育の備品化による保護者負担軽減について

4 矢口　輝美

1 資源循環型社会形成と廃棄物処理行政を通じたまちづくりについて

2 災害時における地域生活継続のための支援体制について

3 DX推進リーダー制度と組織横断による業務改善について

5 笠原　久恵

1 都市計画道路3・4・11号野々下思井線について

2 八木南団地地区乗合タクシー実証実験について

3 運動公園周辺地区特定土地区画整理事業について

4 前ケ崎411地先の交差点の信号設置について

6 森田　洋一
1 介護保険制度の諸課題について

2 外国人観光客誘致の諸課題について

7 渡辺　仁二
1 流山本町のツーリズム施策について

2 市民に寄り添った暑さ対策について

8 坂巻　儀一 1 中東情勢をはじめとする国際的緊張による影響への対応について

9 近藤　みほ

1 学校給食費支援対象者の食物アレルギー等差額給付制度導入に向けて

2 生物多様性モニタリング調査の継続と活用に向けて

3 人とのつながりを基盤とした高齢者デジタル支援の推進について

10 植田　和子

1 熱中症対策について

2 障害者施策について

3 利根運河エコパーク事業について

11 高橋� あきら

1 平和施策について

2 教育行政の充実について

3 東部地域のまちづくりについて

12 乾　　えり

1 市長の政治姿勢について

2 ごみ処理行政について

3 市営住宅について

4 南部地域のまちづくりについて

13 おだぎり�たかし

1 中部地域のまちづくりについて

2 地域経済の振興策について

3 高齢者の移動支援の強化・充実について

14 西尾　　段

1 部活動の地域展開について

2 上水道事業について

3 ぐりーんバス美田駒木台ルートについて

15 うた　桜子

1 流山セントラルパーク駅周辺のまちづくりと流山本町地域との連携・観光推進について

2 流山市生涯学習センター内スペースの有効活用と福祉的転換について

3 外国人にも分かりやすいごみ出しルールの徹底について

16 藤井　俊行

1 資材高騰・不足への対応について

2 在宅避難者への支援対策について

3 ごみ処理・廃棄物対策について

4 子育て支援策について

17 戸辺　　滋
1 教育現場における諸課題について

2 災害発生時における要配慮者への支援策について

18 鈴木�ゆうすけ

1 流山市の下水道事業について

2 障害者手帳のカード化と、割引サービスの利便性向上について

3 安心安全な学校環境の構築について

4 フリースクール助成について

19 楠山　栄子
1 障がい者及び障がい児支援のサービス資源について

2 キッコーマン アリーナの多様な活用について

20 桑畑　伴子
1 地域クラブ活動における各種安全対策について

2 本市の交通安全対策について

21 清水　　大
1 都市計画道路について

2 学校給食について

一 般 質 問 通 告 一 覧


